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図 1 日立の支援ソリューション 
 
図 2 ハイブリッドラーニング 
 
に繋がる。 
MRI では微小出血や鉄の沈着の診断に T2*W 画
像や磁化率強調画像（Susceptibility Weighted 
Imaging:SWI, Blood Sensitive Imaging:BSI な
ど）が用いられるが、日立ではこれらの T2*コン
トラストの物理的根拠の一つである“磁化率差”











































図 3 自動位置決め 
でいる。 



























































と考えられる 6)（図 6）。 
4. 最後に 
 医療分野において期待される AI 活用と日立の
 
図 5 読影ワークフローの効率化 
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